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ニーハイがトレンド最前線に登場してか
ら2018年秋冬で４、ないしは３シーズン目、
ソックスブーツは、昨秋冬のことだ。

ニーハイは大抵のブースに１、もしくは
数点展示されているが、ソックスブーツ
は、登場してから浅いだけにまだまだ少な
い。ブーツがヒットすれば市場が活性化す
るが、取り組みは全体に及び腰的だ。

ストレッチは革である必要はなく、むし

ろテキスタイルが向いている。従って廉価
で量産できる。及び腰の理由は、ここにあ
る。事実、昨シーズン、某ファストファッ
ション系ブランドが4000円を切る小売価格
で商品化し売れた。つまり、廉価商品に食
われることを恐れているのだ。さらに芳し
くない市場が追い打ちを掛ける。リスクを
冒すより実績商品で手堅くという仕入れ姿
勢が、ストレッチブーツに手を出させなく
しているようだ。

また昨シーズン、ジョッキータイプなど
のオーソドックスな革製ロングブーツが足
りなかったという声も聞かれた。消費者
からすると、長らくロングブーツを購入し
ておらず、そろそろ新調したい。つまり買
い換え需要と見られているが、追加発注が
ままならず売上げとして吸収できていない。
2018年秋冬は、リスクを冒して積めるか否
かがポイントになりそうだ。

●全自動生産が予見する近未来の靴
次にスニーカーだが、スポーツシューズ

の世界では、ニット素材アッパーが定番に
なりつつある。ニットなので足編みが可
能であり、縫製が不要。つまり最も人手が
掛かる製甲作業がいらない。またソール
は、３Dプリンターで作れる。一般的に入
手しやすい３Dプリンターは、プリンティ
ングにかなりの時間を要するが、スポーツ
シューズ・メーカーが生産に導入している
３Dプリンターは、使用する素材やプリン
ティング方式が異なり、精密、かつ高速が
可能のようだ。

つまり、スポーツシューズ業界では、製
造革新が起こっている。それを象徴するの
が、ドイツの世界的スポーツシューズ・
メーカーが開いた、３Dプリンターに代表
されるデジタル技術を駆使した全自動生産
工場だ。スポーツシューズの生産は、ベト
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ナムや中国などの低コスト産地の工場に製
造委託するサプライチェーンによっている
が、全自動生産はサプライチェーンによら
ない生産、突き詰めると地産地消を可能に
し、さらにはマス・カスタマイゼーション
を実現する。

とすれば、近い将来、日常的に着用する
靴は、全自動生産のスポーツシューズ的な
靴、つまりはスニーカーに置き換わって行
く可能性は十分にある。

売れ行きに陰りが見え始めていると言わ
れるが、2018年秋冬においても、スニーカー
は欠かせない存在だ。スニーカーのヒット
は、70年代後半〜80年代初めのジョギング
シューズ、90年代前半のエアマックス、そ
して近年は３回目のブレイクとなり、第三
次スニーカーブームとも言える。しかし、
前述したような製造革新とそれがもたらす
変化を考えると、いつかは去るブームとし
て捉えてはならないだろう。

ミカムにおけるスニーカーは、革製アッ
パーにカップソールが主流。デザインの
味付けは、フロントの一部、またカウン
ター部などに毛足物素材をあしらう。また
ネイティブアメリカンの民族衣装に見られ
るディテール、例えばモカ縫いやアクセサ
リーをあしらうといった手法が、新しく出
て来ている。

●アウトドアとウエスタン
ネイティブアメリカンに繋がるような傾

向は、メンズを中心としたカジュアル全般
にも見られる。端的に言うと、アウトドア
シューズとウエスタンブーツだ。

ファッションデザイナーの2018秋冬メン
ズ・コレクションを見ると、パーカーにネ
ルシャツ、その上にダウンジャケット、あ
るいはミリタリーや防寒要素の高いコート
を重ね着するといったコーディネーション
が見られる。これは、地球環境の悪化、ま
た社会的、政治的にも不穏な状況がある中
での一種のサバイバルウエアの提案、また
1990年代のカジュアルシーンを意識してい
るとも解釈できそうだ。後者の解釈に立
つと、1990年前後にショートウエスタンが
ヒットしたこともあり、今後、レディスを
含め台頭してくる可能性もある。

ネイティブアメリカン調アクセサリーをあし
らったハイカット・スニーカー

完成度の高いトレッキングブーツ

ウエスタンへの意識を感じさせるブーツ


